
 

 

 

 

 

２学期開始～始業式～ 

 ８月２８日（水） 
まだまだ暑さの残る８月２８日、令和元年

度の２学期が始まりました。例年より３日早

い始まりでした。始業式では私から、 

「校訓『誠』カードでみんなを応援すると

約束した私は、自分のめあて『二日か三日

に一度は十二分か三千メートルのランニン

グ等』を、三十九日あった夏休みのうち、

十九日がんばれました。私を励ましてくれ

たのは、私の心にあるみんなの笑顔やがん

ばる姿です。ありがとうございました。 

さて、二学期は、敬老会と家族参観デー、おかざきっ子展の作品作り、学芸会、

マラソン大会など、たくさんの行事があります。どれも自分の精一杯で取り組み、

勉強大好き、運動大好き、中部大好きをますます磨きましょう。それが、周りにい

る人の素晴らしさやありがたさを感じ取ることにもつながることも期待していま

す。あなたの精一杯を応援し続けます」と話しました。 

低学年代表の松本さんは「ひき算のひっ算を完璧にしたい。学芸会のせりふを何度

も練習してすらすら言えるようにしたい」、 

中学年代表の犬塚さんは「全力で代表委員会の仕事をして後期の委員会につなげた

い。きついけど楽しみながら水泳部の練習をしたい。マラソン大会は去年より一つ

上の順位でゴールしたい」、 

高学年代表の和田さんは「夏休みに参加したリーダーシップ研修会で検討した、中

部小学校の課題と考えた『挨拶が少ない』に対する全校での挨拶運動をなどを企画

していきたい。研修会で学んだ、『広い視野で気付き、誰よりも考え、すぐに行動

する』を意識していきたい」と、それぞれの決意を話しました。 

 

元気に学ぶ子供たち 
 １年生の歓声と水しぶきが

プールで踊ります。どの子も

水面に顔をつけることができ

ました。２年生の代表児童が

昼休みの時間のたびに敬老会

で披露する踊りに磨きをかけ

ます。汗が滝のように流れま

す。３年生がひまわりの茎や

根、種を見つめ、見つけたこと

を何とかノートに記そうと奮

闘しました。低・中・高学年の

それぞれが、敬老会で披露す

る合唱の練習に取り組みま

す。六ツ美中部小学校の２学

期が始まりました。 
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こちらの面では、夏休み後半の出来事を振り返ります。 

 

交通少年団交通安全大会 

８月８日（木） 
酷暑のさなかでしたが、岡崎警察署管内

交通少年団交通安全大会が岡崎市民会館に

て実施され、本校からも９名の子供たちが

参加しました。 

市内の各小学校から交通少年団の代表児

童が参加した本大会では、代表校の体験発

表や交通少年団誓いの言葉、「交通少年団

のうた」の合唱を行いました。第２部のア

トラクションでは、岡崎警察署腹話術交通

安全教室やおまわりさんからの「安全・安心のおはなし」がありました。 

この大会への参加によって高まった交通安全への意識や学びが、全校児童の交通安全につ

ながることを願っています。 
 

感謝！ ＰＴＡ奉仕活動 

８月17日（土） 
校舎と運動場を太陽が容赦なく照り付ける暑い日でした。そん

ななか、ＰＴＡ奉仕活動で多くの保護者の皆様に御来校いただ

き、校舎内外の美化に熱心に取り組んでいただきました。 

幸いなことに、危険を伴う作業もあるなか、けがをされた方や

熱中症になる方もなく、無事に終えることができました。 

また、親子で力を合わせて活動される姿をたくさん見かけるこ

とができたこともうれしく思いました。日頃の清掃活動では手が

行き届かない箇所の清掃など、多くの皆様と子供たちの努力のお

かげで、整った環境で２学期を迎えられることに感謝いたしま

す。 
 

岡崎市少年ゲートボール大会 

８月２２日（木） 
こちらも酷暑のさなか、岡崎市少年ゲートボー

ル大会が岡崎市六名公園運動場を舞台に開催され

ました。本校のゲートボールクラブからはＡとＢ

の２チームが参加させていただきました。 

これまで本クラブを御指導くださってきた学区

の犬塚様、萩原様には早朝から閉会まで、子供た

ちへの御指導や御助言を賜りました。子供たちの

努力と培われた技術や戦略、御指導くださった皆

様の熱意、送迎やお弁当作り等で御協力くださった保護者の皆様の御厚情、すべてに恵ま

れ、Ｂチームが優勝の栄に輝くことができました。 

成績も立派でしたが、個人的には、御高齢の方が多いように見受けられた主催の岡崎市ゲ

ートボール協会の皆様が猛暑の中でも精力的に大会を運営してくださる姿を子供たちが目に

できたことと、大会終了後の本部へのお礼に象徴された本校の子供たちの礼儀正しさや感謝

の姿勢をうれしく思いました。 


